
《別　紙》

１．  開催年月日 令和5年11月30日(水)開催

２．  開催場所 「御膳茶屋」（東京都西東京市田無町2-1-1）

３．  出席委員

　　　 委員総数　　6名

　　　 出席数　　　5名 下川隆委員長　賀陽智之委員　小松真弓委員　山本恒安委員

伊藤理香委員

　　　 欠席数　　　1名 鈴木恒委員　

放送事業者側回答者

　 佐藤芳幸（代表取締役）青木崇（制作室ディレクター）、飯島千ひろ（制作室）

４. 議　題

　　　 「EXCITING YAGASAKI REAL RADIO」

５．議事の概要

あらかじめ送付した番組を録音したCDを聴いていただき審議。

６．審議内容

（賀陽委員）

ゲストの方の声が大変聴きやすかったが、パーソナリティーの声が始まって間もなく

トーンダウンしたのが気になり、心配した。後半最後の構成のあたりは特に顕著で、

ゲストがメインで話しているのが気になった。

（小松委員）

この地域で起業し、活躍している会社の方をゲストとしてお呼びし、苦労した話し、

成功した体験談をお話しいただくこの番組は、大変楽しく、勉強にもなった。

音のバランス、言葉遣い等では問題無かった。コニュニティエフエムにとって、地

域の方をゲストに呼び情報を紹介するコンセプトはとても大切ことで、これからも

続けてほしい番組だと思う。

（山本委員）

放送をYouTubeのLive配信で映像も見られるのが新鮮で大変印象的でした。音声音源

で特に気になることも無かった。

（伊藤委員）

パーソナリティーのフランクな話し方とゲストの明るく元気なキャラクターが、聞い

ていて元気をもらえる番組でした。ゲストの経験談もとても楽しく、何事にも真っ直

ぐに向かっていく姿が想像できました。話の内容、話し方、表現や不快感等も特には

ありません。

（下川委員長）

自ら番組を企画、放送し、自身の会社の広報を行う番組の形はとても良い形であり、

地域に密着した放送局にとっても大変良い番組で長く続けてもらいたい思う。

この番組のパターンを広め、さらに地域企業に営業活動することで地域にも、放送局

にも良い結果につながると思う。



（局の回答）

（飯島）

この番組は月１回生放送で、まちテナ西東京のサテライトスタジオで、YouTubeのLive

配信も行っており、放送後もYouTubeのライブラリーとしてずっと残り、いろいろな方

に聞いていただけるようになっています。パーソナリティーの方は地元はもとより、

多方面でも活躍されている方であり、西東京市に限らず市外からも著名な方をゲストに

お呼びしている番組です。

（青木）

番組構成は「田無神社ラジオ」をお手本としている。曲を挟み込みトークの部分との

メリハリをつけ、パーソナリティーを深掘りするのに効果的になっております。また

自社事業所の紹介も出来ている番組です。トークの部分では、パーソナリティー自身

の意向により、ゲストにより多く話していただくことを心がけているとのことでした。

７．審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日

なし

８．審議機関の答申または意見の概要の公表

自社放送　事務所への備え置き、自社HPでの掲載

９．その他の参考事項

なし


